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           STUDIES ON PROSTATIC SECRETION 
     I EXCRETION OF RADIOACTIVE IODINE IN PROSTATIC FLUID 
                           Hiromi TANAKA 
        From the Department of Urology, Hiroshima University School of Medicine 
                          (Director : Prof. T. Kato, M. D.) 
   Using adult male dogs, reappearance of intravenously injected Na  1131 into serum, urine 
and prostatic secretion was examined. The results are summerized as follows. 
 1) In prostatic secretion of adult dog, approximately same concentration of  In' as that 
of in serum is demonstrated. Its concentration in prostatic secretion fluctuates in propor-
tion to that of in serum. 
 2) 1131 is not condensed in the prostatic gland over serum, but merely passes through 
the gland. 
 3) The maximum concentration of 1131 after intravenous injection is achieved at 5 minutes 
in urine and at 15 minutes in prostatic secretion. 
 4) The concentration of 1131 in prostatic excretion is inversely proportionate to the amount 
of fluid excreted.
緒 言
体 内に注入 され た無機 ヨー ドは甲状腺 につい
で,胃,唾 液腺,に 集 ると言われ る.又 放射性
ヨー ド1311を体 内に注入 した とき 多 くの 外分
泌腺 より排泄 され,唾 液,胃 液,乳 汁,胆 汁,
汗,涙,子 宮 頸管粘液等 に出現 す るが,特 に胃
液,唾 液 に高濃度 に現 われ ると言われ ている.
しか し末 だ前 立腺分泌液 中への1311の排 泄 に
ついての報告 に接 していない.
著者 は雄性成 犬 を用 いて静 注 した1311が前立





































































































































が最高に達するかをみてみた.静 注5分 後か ら前立腺
分泌液及び尿に おける13tlの濃度の 時間的推移をみ
てみると第4表 に示す如 くな り,前立腺分泌液では注









































































放射性燐32Pの 前 立腺分泌液へ の 摂取量,
及 び尿 尿中の排泄量乃至蓄積量 について は教室
の大野 の報告 があ るが,1311の前立腺分泌液 へ
の出現 につい ては未だ報告 をみない 従来 ヨー
ドの代謝 につ いては甲状腺 と密接 な関係 のあ る
ことは知 られ てお り,Hertzが1938年1281及び
1301を家兎 に投与 し,甲 状腺 に撰択的に 集 る こ
とを知 り,Hamiltonが1311を臨床上 に応 用 し,
以後1311を用いた 甲状腺 の 研究につ いて は数
多 くの報告が な されてい る.
体 内に投与 された1311の約20～30%は 甲状
腺 に沈着 し,尿 中に大部分 が排泄 され,甲 状腺
摂取量 と尿排泄量 が全体 の約90%を占め る.河
石のRatを 用 いての実 験で も 甲状腺 が他の臓
器を引離 しては るかに高い摂取率 を示 し,次 で
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胃に多 く,そ の他の臓器は何れ も摂 取 率 は 低
く,相 互間にほ とん ど差は なかつたが,静 注後
1時間の測定では 甲状腺,胃,子 宮角部,血
清,顎 下腺,卵 巣,腎 臓,脾 臓,肝 臓,膵 臓,
心臓 の順 であつた と述 べてい る。
著者 の 実験 では1311静注後 第 ユ日よ り9日
間尿,血 清,前 立腺分泌液中 の1311の濃 度を
経過 を追つてみてみたが,尿 中には他の2者 に
比 べは るかに高濃度の1311が見 出 され,血 清 と
前立腺分 泌液 ではほぼ同程度の1311濃度を示 し
ていた.
これ ら三者にお いて1311濃度は 日をへ るにつ
れて次第に減少す るこ とが解つ たが,中 で も尿
中の1311の濃 度は注射 後2日 の間に急激に減少
して いた.こ の ことはMartinによつ て 示 さ
れ た実験成績 とも一致 していた.
血清,前 立腺分泌液 の1311の濃度 は互 に大体
平行 して減 少 していた.奥 田に よれば唾液腺 に
おいて1311は高濃度 に濃縮 され て唾液中 に排泄
され ると述 べてい るが,前 立腺 ではかか る現 象
はみ られず,1311は血 清濃 度 より濃 縮 され るこ
とな く,た だ前立腺を通過す るだけで あるこ と
が解つた.
時間的推移については畑に よると1311の甲状
腺 に よる摂取率は注射後48時間迄は増加 し,そ
の後 減少 した と,稲 田の実験 で も1311投与後
120分迄 は甲状腺 では 放射能は増加の傾 向を示
していたが,他 の臓 器は何 れ も30～60分に最 高
に達 し,そ の後減 少 した といい,河 石の実験成
績 で も甲状腺 の1311摂取率 は静注後24時間に尚
増 加の傾 向を示すが,他 の臓器 では何れ も1時
間値 を最高 として その後急激 に減少 していて,
これ より1311は甲状腺には蓄積 され るが,そ の
他 の臓器 内の1唖 は蓄積で はな く.通 過 とも云
うべ きで あろうと述べ ている.
著 者の成績では1311静注後5分 より尿 及び前
立腺分泌液中 の1311の濃度 を調べ てみたが,尿
では5分 後 にはす でに最高濃度 に達 していて,
その後次第 に減少 していた.前 立腺分 泌液では
注射 後15分で最高濃度 に達 し,以 後漸 次減少 し
ていた.こ れ は唾液 中に排泄 され る1311の濃 度
が注射後15分で最高濃 度に達す るとい う奥村の
報告 に一致 していた.
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前立腺分 泌液 の量 とi3ilue度との関係をみ て
み る と,1m1中 の1311の量 は分泌液量が 多 い
場 合は少 く,分 泌液量が少 なければ ユ311の濃度
は高 かつた.従 つて この事実 か らは体内 に投与
され た1311は前立腺 の分 泌機 能 とは あま り関係
な くほぼ1311の投与 の中の一定量 が前 立腺分泌
液 中に出現す ることが解つた.
結 語
著者 は雄性成 犬にNa1311を静注 し,そ の血
清,尿,前 立腺分泌液 中への出現 を調 べ,次 の
如 き結果を得た.
1)成 犬前立腺分泌液 には血清濃度 とほぼ 同
量 の1311が出現す るし,又 そ の濃度 の 増減 は
血清濃度 に比例す る.
2)1311は前立腺 にお いては血清 よ りも濃縮
され る ことはな く,た だ前立腺を通過 す るだけ
で ある.
3)尿 及 び 前立腺分泌液 中に1311が最高濃
度に達す るのは 尿 では1311静注後5分,分 泌
液 では15分で ある.
4)前 立腺分 泌液の 量 と1311濃度 との 関係












3)大 野 交夫=前 立 腺 分 泌 液 に関 す る研 究,泌 尿
糸己要,7:907t-"927,1961.
4)河 石 徹=放 射 性 ヨ ー ド1311の子 宮 頸 管粘 液
内分 泌 に つ い て,広 島 医 学,13:621,1959.
5)奥 田稔:11SIクリア ラ ン ス法 に よる唾 液腺 機
能 に つ い て,日 耳 鼻,60:1563,1957.
6)Mason,E.E.&Bloch,H.S.=北村 武 ・
奥 村 稔 ・中野 清 幸:ヨ ー ドの唾 液 内排 泄 に
つ い て,Radioisotopes,5=28,1957.
7)古 関靖 夫:ラ ジ オ ァイ ソ トー プ講 義 と実 習,
日本放 射 性 同位 元 素 協 会 編,丸 善,1959.
8)福 田 透 ・田中 和 郎=産 婦 人科 領 域 に お け る
1311の応用 につ い て ,産 婦 の世 界,9=233,
1957.
9)稲 田 裕:Prolactin-1311によ る乳 汁 分 泌 機
序 に 関 す る実 験 的 研 究,日 産 婦 誌,11:1473,
1959.
10)岡本十 二 郎:ア イ ソ5一 プ の体 内 分布 と排 泄
につ い て,医 学 シ ンポ ジ ウ ム第12輯,放 射性
ア イ ソ ト"プ,診 断 と治 療 社,1956.
11)Levene,M.B.alldAndrews,G.A.:
LargedoseoflsllinDogs,Radiology,73
:88,1955.
(1964年12月21日受 付)
